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岩手県立大学盛岡短期大学部 令和７年度の主要な取組実績 

 

１ 全学的な取組 

分野 計画の概要 実績の概要 

教育分野 教学ＩＲセンターシステムを活

用した各部局へのデータ提供の充

実、より詳細な学修成果の把握とデ

ータの提供に向けた教学ＩＲセン

ターシステムと事務管理システム

の連携 

・ 教学ＩＲセンターにおいて、アセスメントで活用する「授業に関する学生調査」、文部科

学省の「全国学生調査」等を教学ＩＲセンターシステムで実施し、データを提供した。 

・ 令和６年度にアセスメント等に必要なデータを迅速に提供できるよう構築した仕組みを

活用し、学部等が必要とするデータや情報の提供を行った。 

・ 教学ＩＲセンターシステムの「授業に関する学生調査」の機能と事務管理システムのシラ

バスの学修目標との連携を図り、これまでより詳細な学修成果の収集を可能とした。 

・ 質保証・向上システム及び教育改善を推進するため、教学ＩＲを活用した教学マネジメン

ト体制の強化を図ることとし、教学ＩＲセンターを改編して教学マネジメントセンターを

設置することを決定した。 

教育分野 令和６年度に策定した「岩手県立

大学における多様な性のあり方を

尊重するためのガイドライン」に即

した相談支援等の推進、本学におけ

る具体的な対応等についての検討 

・ 岩手県立大学多様な性のあり方尊重委員会を開催し、取組状況について情報共有するとと

もに、全学的な支援体制の充実に向け、意見交換を実施した。 

・ 今後の取り組みの参考にするため、先進大学への訪問調査、全学生・全教職員を対象とす

るアンケート調査を実施した。 

・ ＳＯＧＩに対する理解の促進と多様性の意識醸成を図るため、６月をプライド月間として

設定し、ミニ講座を行ったほか、ＳＯＧＩ研修会を開催した。 

研究及び地域・

国際貢献分野 

「岩手県立大学研究活動方針」に

基づく、研究活動の環境や条件の整

備に係る戦略策定と改善の推進 

 研究推進委員会において、協議・意見交換を重ね、各学部等からの意見を収集した上で、「研

究環境の整備等に関する戦略」を策定した。 

研究及び地域・

国際貢献分野 

企業学群構想の推進に向けた大

学発スタートアップの創出とアン

トレプレナーシップの醸成、学生と

企業との交流の促進 

・ 「みちのくアカデミア発スタートアップ共創プラットフォーム」のファンド事業である「み

ちのくＧＡＰファンド」に採択された課題について、起業支援アドバイザーによる伴走支援

を行ったほか、来年度の採択に向けて新規案件５件の申請を行い、うち１件が採択された。 

 

研究及び地域・

国際貢献分野 

地域防災支援などに取り組む学

生団体「ＦＲＯＭ」との協働による、

防災・復興教育や防災訓練等の地域

支援の推進 

  学生団体「ＦＲＯＭ」と協働し、小中学校等での防災・復興教育への支援や地域の防災訓練

等への参加、地域からの依頼対応、各種情報発信などに積極的に取り組んだ。 
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法人経営分野 電子決裁・文書管理システムの試

行導入 

電子決裁・文書管理システムを試行導入し、運用課題を整理の上、令和８年度から試行運

用及び本格導入するための環境を整備した。 

法人経営分野 広報戦略に基づく戦略的な情報

発信を推進するための、令和５年度

に策定したウェブアクセシビリテ

ィ方針に基づく公式ウェブサイト

のリニューアルの実施 

 広報委員会やウェブサイトリニューアルワーキング等と連携し、プロジェクト計画やコン

テンツ移行計画の確認、デザインやコンテンツ移行の検証を行った。 

法人経営分野 ゼロ・カーボン化推進のための施

設設備等の維持修繕及び更なる意

識向上の取組の実施 

・ ゼロ・カーボン化推進室及び学生団体等と連携し、キックオフイベント「ゼロ・カーボン

祭」を開催し、学生団体による脱炭素化の取組紹介及びワークショップによる学生等の意識

の向上を図った。また、更なる意識向上の取組を進めるため、他大学等の取組事例を学ぶイ

ベントへ参加し情報交換を行った。 

・ 脱炭素化に資する施設設備の導入に向け、事業所訪問による事例研究等を行った。 

 

［その他の取組］ 

計画の概要 実績の概要 

単位の実質化を図る取り組みについて検討する。（※令和４年度受審認

証評価における改善課題） 

・ 令和８年度から実施することにしているＣＡＰ制度の導入に向け、

教育課程を改定する。 

・ 令和４年度に受審した認証評価によって導入の必要性を指摘されたＣ

ＡＰ制度について、令和８年度の導入に向け、各学科専攻で協議を重ね

その結果を取りまとめ、導入の諸手続きを完了した。 

引き続き、志願者確保と入学定員の充足を図る。 

・ 総合型選抜の導入についての検討を継続するとともに、募集人員の

選抜区分ごとの見直しを図る。 

・ 高大連携事業の積極的な実施および志願者動向の分析は、これまで

と同様に継続して実施する。 

［高大連携事業関係］ 

入試相談会 10件、高校教員説明会、サマーセミナー、ウィンターセッシ

ョン、授業見学１件などの高大連携事業に参加し、志願者確保につなげる

活動を実施した。（出張講義は１件の依頼があったが、担当教員の都合によ

り不参加） 

 

［志願者動向分析関係］ 

盛岡短大部独自の高校訪問は、７月から 10 月にかけて、計 54 校に対し

て実施した（県内 36、県外 18）。各高校に対し、志願状況及び総合型選抜

に対する意向について聞き取りを行った。また、県外高校の推薦型選抜の

ニーズを確認するため、青森県と秋田県の高校に対し、生活科学科が推薦

型選抜を導入した場合の利用の意向について聞き取りを行った。 
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［総合型選抜導入に向けての検討］ 

総合型選抜導入に向けての検討のための情報収集を以下のとおり実施し

た。結果は別紙のとおり。 

・ 短大部独自の高校訪問の機会を利用し、総合型選抜に対する各高校の

意向について聞き取りを実施した。 

・ 総合政策学部と社会福祉学部の担当者に対し、総合型選抜の実施状況

等についてのヒアリングを行った。 

・ 在学生に対するアンケート調査を実施した。 

 

［令和９年度以降の入試制度変更］ 

生活デザイン専攻：令和９年度学校推薦型選抜より全国枠の追加と１校

からの推薦人数を変更。令和９年度一般選抜より共通テストの配点を変更。

令和 10年度一般選抜より共通テストの科目数を変更。令和９年度社会人選

抜より出願資格の変更。 

食物栄養学専攻：令和９年度学校推薦型選抜より、出願資格及び１校か

らの推薦人数について変更。令和９年度入学者選抜より「学士・短期大学

士・専門士選抜」を導入。令和９年度社会人選抜より出願資格の変更。 

 

［その他の志願者確保に向けた取り組み］ 

・ 盛岡短大部ポスター・チラシの作成 

・ 在学生コメント入りポスターの作成 

・ 「ハガキプロジェクト」の実施 

・ 進学情報サイトへの掲載依頼 

 


